
 

折り紙大使 / 同じ空の下で / 姿二小環境会議を開こう（宇都宮市立姿川第二小学校 樽井 

里実） 

 

【実践者】 

 

【実践概要】 

1. 実践する教科・領域：国際理解教育（道徳・総合的な学習の時間（以下：総合）との関連） 

2. 単元(活動)名：道徳「折り紙大使」（国際理解、国際親善） 

道徳「同じ空の下で」（国際理解、国際親善） 

総合「姿二小環境会議を開こう」 

3. 授業テーマ（タイトル）と単元目標 

授業テーマ：「自分や世界中の人々が笑顔で生活していくためには」 

単元目標（国際理解教育高学年目標）： 

・世界の人々の生活や文化を理解し、異なる文化への関心を高め、それを尊重する気持ちをもてるようにす
る。 

・温かい思いやりの心を態度に表し、相手の身になって考えようとする。 

・世界の平和に役立つ様々な活動や仕組みについて知り、進んで協力しようとする。 

                                     

  関連する学習指導要領上の目標： 

・道徳 国際理解、国際親善〔第５学年及び第６学年〕 

他国の人々や文化について理解し、日本人としての自覚をもって国際親善に努めようとする。 

  ・総合 

（１） 探究的な学習の過程において、課題の解決に必要な知識及び技能を身に付け、課題に関わる概念
を形成し、探求的な学習のよさを理解できるようにする。 

（２） 実社会や実生活の中から問いを見いだし、自分で課題を立て、情報を集め、整理・分析して、まと
め・表現することができるようにする。 

（３） 探究的な学習に主体的・協働的に取り組むとともに、互いのよさを生かしながら、積極的に社会に参
画しようとする態度を養う。 

4. 単元の評価

規準 

①知識及び技能 
世界の人々の生活や文化を理解し、異なる文化への関心を高め、

それを尊重しようとしている。 

②思考力、判断力、
表現力等 

温かい思いやりの心を態度に表せるよう、相手の身になって考える
ことができる。 

③学びに向かう力、
人間性等 

世界の平和に役立つ様々な活動や仕組みについて知り、進んで協
力しようとしている。 

氏名 樽井 里実 学校名 栃木県 

宇都宮市立姿川第二小学校 

担当教科等 全科（外国語・理科・ 

図画工作・音楽を除く） 

対象学年（人数） ５年生（１３２名） 

実践年月日もしくは期間（時数） R5年７月 ～ R5年１月（４時間） 



 

 

5. 単元設定の
理由・ねらい
とする道徳的

価値 

（児童観、教材
観、指導観） 

【単元設定の理由】 
グローバル化の進展によって、多様な文化的背景や価値観をもつ人々を尊重し、共に生きる

社会を構築していくことは必要不可欠である。また、地球規模の問題が年々深刻化してきてお
り、これらの問題を考えていく際には国際理解、国際親善の視点は欠かせない。そこで、道徳
「C 主として集団や社会との関わりに関すること」の「国際理解、国際親善」の内容と総合「姿
二小環境会議を開こう」とを関連させた単元展開とすることで、持続可能な社会の創り手として
必要な資質能力を高めていけるようにする。 
 
【単元の意義】 
本単元で培った考え方を SDGs の視点を取り入れた総合の探究学習に生かしていけるような

単元展開にする。 
単元計画２時間目（本時）の道徳では、ラオスでの事例をもとに国際親善に努めようとする心

情を育てるとともに、「自分や世界中の人々が笑顔で生活していくために大切なことは何か」と
いう問いを残すオープンエンド型にする。このようにすることによって、単元計画３時間目・総合
の授業や本単元と並行して行っているSDGsの視点を取り入れた総合の学習に課題意識をもっ
て臨めるようにする。 
また、単元計画３時間目・総合の学習では、ラオスで昆虫食文化を生かして栄養状態の改善

に取り組む活動をされているISAPH石塚貴章さん（JICA海外協力隊経験者）を招き、ラオスで活
動を行う上での思いや願い、苦労や喜びなどについて直接話をうかがい、児童の国際理解、国
際親善への意識を高められるようにする。そして、単元の最後に、本単元での学びや総合の学
びを振り返ることによって、児童が自身の変容や成長に気付けるようにする。 
 
【児童観】 
 本校５年生は、社会科の学習を通して世界にはたくさんの国々があることや自分たちの生活
に外国とのつながりは欠かせないことを学んできた。しかしながら、外国や異文化と関わる生活
体験は少なく、外国の異なる文化への親しみは全体的に薄い。時にテレビやインターネットなど
で得た情報をもとに外国や外国人に対して偏った見方や発言をしてしまうこともある。そこでラ
オスの事例を通して、自分たちと外国の人々は違うところだけではなく似ているところもあること
に気付かせ、国際理解や国際親善の態度や心情を育んでいけるようにする。 
また、国語科の「環境問題について報告しよう」において、様々な環境問題の問題点や原

因、対策を調べ、まとめる学習をしてきたが、環境問題への対策として述べた取組を意識して
生活している児童が多いとは言えない。そこで、総合の学習で環境問題を捉え直し、これらの
問題が自分たちの生活と結びついていることを実感できるようにしていく。環境問題に対して具
体的に取り組んでいけるようにすることで、国際理解、国際親善への態度と実践力を育んでい
けるようにする。 

 
【指導観】 
 ラオスの事例（ラオスの写真や教師・ISAPH石塚貴章さんの体験談）から日本との相違点や共
通点を具体的、共感的に捉えられるようにする。特に相違点を捉えるときには、児童の自然な
反応を尊重しながらも、異なる文化と関わる際により望ましい自分自身のあり方や言動を考え
ていけるようにしたい。また、共通点を考えていくときには、人の願いや思い、感情に目を向けら
れるようにすることで、違いがたくさんある外国の人々も自分たちと同じ心をもっていることに気
付けるようにする。 
また、本単元と並行して行っている総合の環境問題に関する学習と関連させることで、よりよ

い世界をつくっていくための創り手として必要な力や経験を積み重ねていけるようにする。 

6. 単元計画（全４時間） 

時 小単元名 学習のねらい 学習活動 資料など 

１ 

 

道徳 
「折り紙大
使」 

日本人としての自覚
をもって、積極的に外
国の人々に関わり、
国際親善に努めよう
とする心情を育てる。 

１ 教材文「折り紙大使」を読み、折り紙大

使・加瀬さんの思いを考え、全体で共有

する。 

２ 自分が外国の人々に伝えたい日本の

文化について考え、全体で共有する。 

３ 日本の文化・七夕をラオスの小学生に

紹介することを伝え、自分の願いを短冊

に記入する。 

・教科書「新訂新し
い道徳５」 

・ラオスの基本情報

に関するパワー

ポイント 

 

 

 

 

  

 

 



 

 

 
【短冊に自分の願いを記入する様子】 

 

２ 

本時 

道徳 
「同じ空の
下で」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

他国の人々や異文化

について理解し、国際

親善に努めようとする

心情を育てる。 

 

１ ラオスの写真から自分たちと違うところ

や似ているところを考える。 

２ 教材文「同じ空の下で」を読み、他の国

の人たちと自分たちとの違うところや似

ているところは何かを考える。 

３ 異なる文化とのかかわり方について考

える。 

４ 教材文の続きを読み、自分や世界中の

人々が笑顔で生活していくために大切な

ことは何かを考える。 

・教科書「新訂新し
い道徳５」 

・ラオスの写真 

３ 総合 
「姿二小
環境会議
を開こう」 

外国の人たちと共に

幸せに生きていくため

に大切なことは何か

を体験談を聞きなが

ら考え、国際理解や

国際親善への素地を

高めることで、積極的

に社会に参画しようと

する態度を養う。 

１ ISAPH 石塚貴章さん（JICA 海外協力隊

経験者）の話を聞く。 

・ラオスの人々の生活 

・ラオスでの活動と SDGs との関わり 

・石塚さんの思いや大切にしていること 

２ 質疑応答 

 
【ISAPH石塚さんに質問する様子】 

 

４ 総合 
「姿二小
環境会議
を開こう」 

自分の活動を振り返

り、自分のよさや自己

の成長に気付くととも

に、これからの生活に

生かそうとしている。 

単元全体の振り返りを行う。 

１ グループごとに考えた誰もが無理なく続

けられる、持続可能な企画を実践したこ

とへの振り返りを行う。 

２ 「自分や世界中の人々が笑顔で生活し

ていくために大切なことは何か」に対す

る自分の考えをまとめる。 

３ 自分のよさや自己の成長を自己評価す

る。 

 

 

  



 

 

7．本時の展開（２時間目）道徳 

本時のねらい：他国の人々や異文化について理解し、国際親善に努めようとする心情を育てる。 

過程 学習活動 指導上の留意点 資料（教材） 

導入 

（５分） 

 

 

展開 

（30分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終末 

（10分） 

１ 知っている国とその国から連想される

ことについて発表する。 

 

 

２ ラオスの写真から自分たちと違うとこ

ろや似ているところを考え、付箋に記

入する。 

〈違うところ〉 

・言葉  ・服装  

・食べ物 ・学校の様子 

〈似ているところ〉 

・食べ物 ・夢 

・家族を大切にしている。 

 ・住んでいるところのよさを知っている。 

 
【フォトランゲージで自分たちとの 

相違点や共通点を考えている様子】 

 

３ 教材文「同じ空の下で」を読み、他の

国の人たちと自分たちとの違うところ

や似ているところは何かを考え、発表

する。 

〈違うところ〉 

・あいさつの仕方 

〈同じところ〉 

 ・気持ち ・大切なもの 

 

４ 異なる文化とのかかわり方について

考え、スクールタクトに記入する。 

 

 

 

 

 

・違うところも受け入れていきたい。 

・相手の気持ちを考えていきたい。 

 

５ 教材文の続きを読み、自分や世界中

の人々が笑顔で生活していくために大

切なことは何かを考え、スクールタクト

・国名とその国の有名なものにつ

いて発表させることで、外国へ

の関心を高められるようにする。 

 

・教師が体験したラオスでの出来

事を紹介することで日本との違

いを肯定的に受容できるように

する。 

・ラオスの小学生の夢やラオスの

小学生が考えているラオスのよ

さについて知ることで、自分たち

と違うところだけではなく、同じ思

いや考えをもっていることに気付

けるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・教材文「同じ空の下で」の途中ま

でを読み、ラオスの人々だけで

はなく、世界各地の人々も自分

たちと違うところや同じところが

あることに気付けるようにする。 

 

 

 

 

・本時の授業での反応やこれまで

の自分自身を振り返らせること

で、文化が異なる人々とどのよう

にかかわっていくとよいかを考え

られるようにする。 

 

 

 

 

 

・教材文の続きにある「死んでしま

う子どもがいる。」「『同じ』子ども

たちが、今、たくさんのなみだを

・世界地図 

 

 

 

・ラオスの写真 

・付箋 

・ラオスの小学生

の夢やラオスの

よいところが書

かれている写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・教材文「同じ空の

下で」 

 

 

 

 

 

 

 

・一人一台端末 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・一人一台端末 

文化がちがう外国の人たちとどの

ようにかかわっていきたいですか。 



 

 

に記入する。 

 ・争いをなくす。 

・寄付をする。 

・食品ロスを減らす。 

 

流している。」という言葉から、自

分や世界中の人々が幸せに生

活していくために必要なことや大

切なことは何かを本時の最後に

考えさせ、国際理解への関心を

高めるとともに、自分自身は何

ができるのかという問いをもたせ

ることで総合の学習や ISAPH の

石塚さんによる出前授業につな

げていく。 

8．評価規準に基づく本時の評価方法 

他国の人々や異文化を理解しようとする態度や言動について自己を見つめたり、一面的な見方から多面

的・多角的な見方へと発展させたりしているかどうかを児童の様子やスクールタクトへの入力の内容から評価

する。 

9. 学習方法及び外部との連携 

・単元計画２時間目の本時ではフォトランゲージを取り入れた。ラオスの人たちと自分たちの似ているところや

違うところを付箋に記入して、グループごとに話をしながら写真に貼り付けることで、児童間で多様な気付き

を共有できるようにした。また、全体で似ているところと違うところを整理することで、「心」の部分が自分たち

と似ていること、「文化」の部分は国によって違うことに気付けるようにした。 

・単元計画３時間目には、ラオスの生活文化に沿った活動をされている ISAPH の石塚貴章さんを招き、ラオス

の人々の生活やラオスでの活動を紹介していただいた。ラオスの文化や石塚貴章さんの活動とその活動を

支える思いを知ることによって、自分とは異なる文化・考え方を尊重することの大切さや違うことのおもしろさ

を実感できた児童が多かった。 

10. 学校内外で国際理解教育・授業実践を広める取組 

・指導の流れや教材を共有し、学年全体で授業実践を行えるようにした。 

・単元計画２時間目（本時）と３時間目の授業は校内の先生にも参観していただき、授業に関する感想や助言

をいただいた。 

・単元計画３時間目の ISAPH石塚貴章さんの出前授業では、参観を希望する保護者にも授業を公開した。 

・本単元とは別に、SDGs に関する意見交流会を日本各地の学校や海外の日本人学校の小中学生とオンライ

ンで行う予定。 

 

【自己評価】 

11. 苦労した点 

 

道徳や総合を中心として、各教科等の関連を意識しながら単元を計画し、それぞれの

学習で学んだことが生かされるような単元展開にした。本単元と並行して行っている総

合の進度や学校行事など、教職員と相談し時期を調整するのが少し大変だった。 

12. 改善点 単元計画２時間目の本時は、ラオスで体験したことを生かした授業実践であったた

め、授業で使用した写真が意図することを他の教員と共有し、ねらいに沿った授業を展

開できるようにする必要がある。 

13. 成果が出た点 ・ISAPH 石塚貴章さんによる出前授業後には、ラオスや異なる文化に関心をもつ児童が

より一層増えた。「生の話」を聞くこと、「生のもの」を見ることの有用性を実感すること

ができた。 

・食料自給率やハンガーマップを社会や総合の学習で扱った時には、児童から「ラオス

はどうなのかな？」という声が上がった。児童の外国への関心の高まりと比較対象

（物事を捉えるときの視点）の広がりを感じられた。 

・単元計画２時間目の本時でオープンエンド型の授業を展開したことによって、単元計画

３時間目の ISAPH 石塚貴章さんによる出前授業や総合の環境問題に関する探究学

習において、「自分や世界中の人々が笑顔で生活していくために」を問い続けながら

学ぶ児童の姿が見られた。 



 

 

14. 学びの軌跡（児

童生徒の反応、感

想文、作文、ノート

など） 

 

【フォトランゲージでの児童の気付き】  

黄色の付箋：違うところ  ピンクの付箋：似ているところ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【文化が違う人たちとのかかわり方について】 

 

 

 

【自分や世界中の人々が笑顔で生活していくために大切なこと】 

 

 

①  



 

 

【ISAPH石塚貴章さんの出前授業の感想】 

 



 

 

 

15. 授業者による自

由記述 

・児童はラオスを通して開発途上国の現状や世界の国・異なる文化の人々に対してより

一層関心をもつようになった。「貧しい」という開発途上国の一面を捉えるだけではな

く、ラオスの文化や価値観のすてきなところにも目を向けることができた。違いを尊重

し、違いを好意的に受け入れる児童の姿が見られた。 

・「自分や世界中の人々が笑顔で生活していくために大切なことは何か」という問いに対

して、現時点では「寄付をする。」「食べ残しをしないようにする。」「争いをなくす。」「何

かしてあげる。」と考えが限定的である。今後の総合の学習を通して児童の考えがど

のように広がっていくのか、また自分たちにできることを実践してどう感じるのか、児童

の変容を楽しみに学習を展開していきたい。 

・2022 年度教師国内研修の参加教員が昨年度５年生の担当であったことから、総合「姿

二小環境会議を開こう」での児童と SDGs や環境問題との出会いが充実していた。教

材や情報を共有できる環境が整うことで、国際理解教育の視点を取り入れた授業や

取組がより充実していくと感じた。 

参考資料： 

・「新訂新しい道徳５」東京書籍 

・「総合的な学習（探究）の時間のアイディア集」 

独立行政法人 国際協力機構 東京センター，２０２２年３月 

・開発教育協会「フォトランゲージ」 https://www.dear.or.jp/activity/1730/   

  



 

 

【フォトランゲージ用写真】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【写真の意図】 

～言葉がなくても伝わる思いやり～ 

現地の小学校での写真。床にしゃがんで現

地の先生の読み聞かせを聞いていたら、いす

に座っていた女の子３人が右側につめてくれ

た。「隣に座っていいよ。」と手招きをして

くれて、一緒にいすに座らせてくれた。 

【写真の意図】 

～日本の文化の広がりや文化交流のよさ～ 

 日本語を学ぶ学生との集合写真。日本のア

ニメや漫画が好きな学生が多く、図書コーナ

ーには鬼滅の刃のラオス語版もあった。写真

を見て、京都の清水寺だと分かるのは、名探

偵コナンから学んだからだそう。 

 

【写真の意図】 

 ～食文化の違い～ 

ラオスの学校の先生たちがお昼ご飯を食べ

ている写真。竹で編んだ「ティップカオ」と

いう器にもち米のご飯が入っている。そのご

飯は手で丸めて食べるのが一般的。ご飯と一

緒に食べていたのはコオロギで、「食べてご

らん」とすすめてくれた。 

【写真の意図】 

 ～自分たちと似ているところ～ 

小学校５年生の女の子が書いた「ラオスの

よいところ」と「夢」に関すること。ラオス

の同年代の子も、自分の国の伝統行事や文化

を大切にしていること、夢をもっているこ

と、家族を大切にしていることに注目させ、

似ているところがあることに気付かせたい。 


